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Core-level absorption spectroscopy 
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1   はじめに 

イオン液体は新奇な有機溶媒・機能性材料として

注目されている。多様なイオン液体が開発され、応

用研究も幅広く展開されているけれど、電子的構造

の理解はまだ限定的である。そこで、その電子的構

造を調べるための実験手法を確立していくため、放

射光による内殻吸収スペクトル測定を異なる方法に

より行い、結果を比較した。 

2   実験 

実験は BL-7Aと BL-19Bにて行い、試料には代表
的なイオン液体である 1-ブチル-3-メチルイミダゾリ
ウム四フッ化ホウ素塩 (bmim+ BF4

) を使用した。軟
X 線照射によって流れる電流を計測することで全電
子収量法 (TEY) でのスペクトルを測定した。また、
試料から放出される発光をシリコンドリフト検出器
を用いて 330~460 eV の光子エネルギーを持つ発光
を検出し、部分蛍光収量法 (PFY) による窒素 K 端の
内殻吸収スペクトルを得た。 

3   結果および考察 

PFY で測定したスペクトルとこれまでに測定され

ている透過減衰法 (@UVSOR BL3U) で得られたスペ

クトルを図 1に示す。BL-7Aにて得られたスペクト

ルは、真の吸収である透過減衰法で得られたスペク

トルの形状とおおかた一致している。一方、BL-19B

でのスペクトルは、透過減衰法や BL-7Aでのスペク

トルとは一致していない。この違いから、BL-19B

の現在の入射光モニターは分光光強度に対して線形

ではない可能性があると推測される。 

図 2には TEYと PFYの内殻吸収スペクトルの比

較を示した。TEY ではイミダゾール環の面内の軌道

である への励起の相対強度が PFY に比べて大き

くなっている。表面敏感な TEY とバルク敏感な

PFY のスペクトルに違いがあることから、イオン液

体表面とバルクではカチオンの配向性に違いがある

可能性が示唆された。 

4   まとめ 

PFY ,TEY, 透過減衰法の 3 種の実験手法でイオン

液体 bmim+ BF4の窒素 K 端内殻吸収スペクトルを測

定した。PFY は透過減衰法の代替として利用できる

ことが示された。PFY と TEY で得られたスペクト

ルの比較により、表面とバルクでのカチオンの配向

性について議論できる可能性が示された。 
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図 1：PFYと透過減衰法の比較 

図 2：PFYと TEYの比較 
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